
人が集い、想いを紡ぎ、新しい流れをつくるまち
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「
9
月
1
日
は 

防
災 

の
日

　
　
　
備
え
る
、守
る
、つ
な
が
る
」

毎
年
9
月
1
日
は
「
防
災
の
日
」
で

す
。
こ
れ
は
、大
正
12
年
（
1
9
2
3
年
）

に
発
生
し
た
関
東
大
震
災
を
教
訓
に
「
災

害
に
対
す
る
認
識
を
深
め
、
備
え
の
大
切

さ
を
改
め
て
考
え
る
日
」
と
し
て
制
定
さ

れ
た
も
の
で
す
。
ま
た
、
毎
年
8
月
30
日

～
9
月
5
日
は
「
防
災
週
間
」
と
さ
れ
、

全
国
各
地
で
防
災
訓
練
や
啓
発
活
動
が
行

わ
れ
ま
す
。

日
本
は
世
界
で
も
有
数
の
自
然
災
害
大

国
で
あ
り
、
大
雨
や
台
風
、
地
震
な
ど
、

私
た
ち
の
暮
ら
し
の
す
ぐ
そ
ば
に
は
常
に

災
害
の
リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
で
も
、
将
来
必
ず
起
こ
る
と
さ

れ
て
い
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
は
、
広
い
範

囲
で
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
す
恐
れ
が
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
国
や
自
治
体
で

は
、
そ
の
被
害
を
少
し
で
も
減
ら
す
た
め

に
「
南
海
ト
ラ
フ
臨
時
情
報
」
な
ど
の
制

度
を
整
え
、
早
め
の
避
難
や
防
災
行
動
を

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

写真＝石川県ホームページより
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「
南
海
ト
ラ
フ
臨
時
情
報
っ
て
何
？
」

「
ど
ん
な
と
き
に
出
る
の
？
」「
私
た
ち
は

ど
う
行
動
す
れ
ば
い
い
の
？
」
今
回
の
防

災
特
集
で
は
、
こ
の
南
海
ト
ラ
フ
臨
時
情

報
の
仕
組
み
や
意
味
、
発
表
さ
れ
た
と
き

に
ど
の
よ
う
に
行
動
す
れ
ば
よ
い
か
を
紹

介
す
る
と
と
も
に
、
日
頃
か
ら
家
庭
や
地

域
で
で
き
る
備
え
に
つ
い
て
も
、
ご
紹
介

し
ま
す
。

備
え
は
、
命
を
守
る
最
初
の
一
歩
。
防

災
の
日
を
き
っ
か
け
に
、
い
ま
一
度
ご
自

身
や
ご
家
族
の
防
災
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

目 次
2P　…　「9月1日は防災の日　備える、守る、つながる」
4P　…　「南海トラフ地震臨時情報」が出たら、どうする？
6P　…　自助～自分や家族の身を守るために～
8P　…　共助～近隣の人と顔の見える関係を～
9P　…　避難行動要支援者制度のお知らせ
10P　…　情報を得る＝命を守る
11P　…　緊急時に情報を受け取る
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「 
南
海
ト
ラ
フ 

地
震
臨
時
情
報
」
が
出
た
ら
、ど
う
す
る
？

～
普
段
の
備
え
と
冷
静
な
対
応
を
～

令
和
6
年
（
2
0
2
4
年
）
8
月
8

日
の
日ひ

ゅ
う
が
な
だ

向
灘
（
宮
崎
県
の
沖
合
）
の
地
震

が
発
生
し
た
こ
と
に
伴
い
、
令
和
元
年

（
2
0
1
9
年
）
5
月
に
南
海
ト
ラ
フ
地

震
に
関
連
す
る
情
報
の
運
用
が
開
始
さ
れ

て
以
降
初
め
て
「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時

情
報
」
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
情
報
が
発
表
さ
れ
た
際

に
、
落
ち
着
い
て
行
動
が
で
き
る
よ
う
に

ど
の
よ
う
な
対
応
を
と
る
べ
き
か
知
っ
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

●
地
震
は
一
度
で
は
終
わ
ら
な
い
か
も

～
時
間
差
で
起
き
る
場
合
も
～

過
去
に
は
、
想
定
震
源
域
の
ほ
ぼ
全
域

で
同
時
に
地
震
が
発
生
し
た
こ
と
が
あ
る

他
、
東
側
半
分
の
領
域
で
大
規
模
地
震
が

発
生
し
、
時
間
差
を
も
っ
て
残
り
西
側
半

分
の
領
域
で
も
大
規
模
地
震
が
発
生
し
た

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

前
回
の
南
海
ト
ラ
フ
地
震
は
、
昭
和
19

年
（
1
9
4
4
年
）
に
起
き
た
三
重
県

沖
を
震
源
と
す
る
昭
和
東
南
海
地
震
と
、

昭
和
21
年
（
1
9
4
6
年
）
に
起
き
た

和
歌
山
県
南
方
沖
を
震
源
と
す
る
昭
和
南

海
地
震
で
、
こ
の
2
つ
の
地
震
は
約
2
年

の
時
間
差
を
も
っ
て
発
生
し
ま
し
た
。
な

お
、
西
側
半
分
の
領
域
で
先
に
大
規
模
地

震
が
発
生
す
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
た
め
、
最
初

の
大
き
な
地
震
の
後
も
「
地
震
が
終
わ
っ

た
か
ら
も
う
大
丈
夫
」
と
油
断
す
る
こ
と

な
く
、
次
の
揺
れ
や
津
波
、
余
震
に
備
え

続
け
る
こ
と
が
と
て
も
重
要
と
な
り
ま

す
。

南海トラフ地震の特徴
・過去、実際に繰り返し起きている（100
年～ 150年間隔）。

・前回の発生から約80年が経過している。
・今後30年で発生する確率は「80％程度」
（令和 7年（2025 年）1 月に「70％か
ら 80％」から「80％程度」に引き上げ）

・西日本の広いエリアで大きな被害が出る。

南海トラフ

※ M はマグニチュード

過去事例

南海トラフ巨大地震
想定震源域

1854年
安政東海地震

M8.6

約32時間後 約2年後

1944年
昭和東南海地震

M8.2

M8.7
1854年

安政南海地震

M8.4
1946年

昭和南海地震

現
在

1
9
4
6
年
　
昭
和
南
海
地
震

1
9
4
4
年
　
昭
和
東
南
海
地
震

1
8
5
4
年

1
7
0
7
年
　
宝
永
地
震

1
6
0
5
年
　
慶
長
地
震

1
4
9
8
年
　
明
応
地
震

1
3
6
1
年

正
平
（
康
安
）
南
海
地
震

正
平
（
康
安
）
東
海
地
震

安
政
南
海
地
震

安
政
東
海
地
震

前回の発生から
約 80 年が経過

約100年～ 150年
間隔で繰り返し
大規模地震が発生

西側
東側
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●
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
と
は
？

「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
」
は
、

南
海
ト
ラ
フ
沿
い
で
異
常
な
現
象
が
観
測

さ
れ
た
場
合
や
地
震
発
生
の
可
能
性
が
相

対
的
に
高
ま
っ
て
い
る
と
評
価
さ
れ
た
場

合
な
ど
に
、
気
象
庁
か
ら
発
表
さ
れ
る
情

報
で
す
。
情
報
名
の
後
に
キ
ー
ワ
ー
ド
が

付
記
さ
れ
「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報

（
調
査
中
）」
な
ど
の
形
式
で
情
報
発
表
さ

れ
ま
す
。
南
海
ト
ラ
フ
沿
い
で
異
常
な
現

象
が
観
測
さ
れ
る
と
調
査
が
開
始
さ
れ
、

調
査
の
結
果
、
警
戒
や
注
意
が
必
要
な
場

合
に
は
「
巨
大
地
震
警
戒
」
か
「
巨
大
地

震
注
意
」の
ど
ち
ら
か
が
発
表
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
ど
ち
ら
に
も
当
て
は
ま
ら
な
い
場

合
に
は
「
調
査
終
了
」
が
発
表
さ
れ
ま
す
。

●
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
が
発
表
さ

れ
た
ら
…

南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
が
発
表
さ

れ
た
ら
、
政
府
や
町
な
ど
か
ら
の
呼
び
掛

け
に
応
じ
た
防
災
対
応
を
と
っ
て
く
だ
さ

い
。
日
常
生
活
を
行
い
つ
つ
、
す
ぐ
に
避

難
す
る
た
め
の
準
備
な
ど
、
地
震
の
備
え

を
再
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

調査中
・観測された異常な現象が南海トラフ沿いの大規
模な地震と関連するかどうか調査を開始した場
合、または調査を継続している場合

巨大地震警戒
・南海トラフ沿いの想定震源域内のプレート境界
においてM8.0 以上の地震が発生したと評価し
た場合

巨大地震注意

・南海トラフ地震の想定震源域内のプレート境界
においてM7.0 以上、M8.0 未満の地震が発生
したと評価した場合

・想定震源域のプレート境界以外や、想定震源域
の海溝軸外側50km程度までの範囲でM7.0 以
上の地震が発生したと評価した場合

・ひずみ計などで有意な変化として捉えられる、
短い期間にプレート境界の固着状態が明らかに
変化しているような通常とは異なるゆっくりす
べりが観測された場合

調査終了
・巨大地震警戒、巨大地震注意のいずれにも当て
はまらない現象と評価した場合

キーワード

令和 6 年（2024 年）8 月 8 日時系列まとめ

16時 43分　日向灘沖にてM7.1（最大震度6弱）
の地震発生。

17時 00分　南海トラフ地震臨時情報（調査中）を
発表。

17時 30分　南海トラフ沿いの地震に関する評価
検討会の実施。

19時 15分　南海トラフ臨時情報（巨大地震注意）
を発表、政府による特別な注意の呼
び掛けを開始。

▶あらかじめ定めた 1週間が経過した 8月 15日
17時 00分をもって、南海トラフ地震臨時情報
（巨大地震注意）発表に伴う政府としての特別な
呼び掛けを終了。

※令和 7年（2025 年）1月 13 日にも日向灘沖
で発生した地震にて、南海トラフ臨時情報（調
査中）が発表されましたが、南海トラフ地震の
発生可能性が平常時と比べて相対的に高まった
と考えられる現象ではなかったことから、南海
トラフ地震臨時情報（調査終了）が発表されま
した。

気象庁が南海トラフの想定震源域などで異常な現象を観測
▶個々の状況に応じて避難などの防災対応を準備・開始

地震発生
5分～30分後

気象庁が「南海トラフ地震臨時情報（調査中）」
を発表

最短
2時間後

南海トラフ地震
臨時情報
（巨大地震警戒）

南海トラフ地震
臨時情報
（巨大地震注意）

南海トラフ地震
臨時情報
（調査終了）

（最短）
2時間程度

巨大地震警戒対応
□避難に間に合
わない住民や、
その可能性が
ある要配慮者
は避難する。
□上記以外の人
は避難の準備
を整え、個々
の状況に応じ
て自主的に避
難する。

巨大地震注意対応
□日頃からの地
震への備えの
再確認に加え、
地震が発生し
たらすぐに避
難するための
準備を行う。

大規模地震発生
の可能性がなく
なったわけでは
ないことに留意
しつつ、地震の
発生に注意しな
がら通常の生活
を行う。

1週間 巨大地震注意対応

2週間
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自
助 

～
自
分
や
家
族
の
身
を
守
る
た
め
に
～

昨
年
8
月
に
「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時

情
報
」
の
発
表
が
伝
え
ら
れ
た
後
、
水
や

食
料
を
買
い
求
め
る
多
く
の
人
が
店
を
訪

れ
た
た
め
、
店
頭
の
水
が
品
切
れ
に
な
っ

た
他
、
カ
ッ
プ
麺
や
電
子
レ
ン
ジ
で
温
め

て
食
べ
る
パ
ッ
ク
ご
は
ん
が
品
薄
に
な
っ

た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。

地
震
発
生
直
後
や
今
回
の
よ
う
な
情
報

発
表
後
に
は
、
混
乱
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
大
き
な
災
害
に
な
る
ほ
ど
、
行
政

に
よ
る
支
援
が
す
ぐ
に
届
か
な
い
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
、
自
分
と
家
族
の

命
を
守
る
「
自
助
」
が
基
本
で
す
。
万
が

一
に
備
え
て
、
普
段
使
い
慣
れ
た
食
料
や

日
用
品
を
備
蓄
し
て
お
く
こ
と
や
家
族
間

で
の
話
し
合
い
を
行
っ
て
お
く
こ
と
な

ど
、
事
前
の
備
え
が
非
常
に
重
要
と
な
っ

て
き
ま
す
。

以
下
に
つ
い
て
は
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震

臨
時
情
報
が
出
た
と
き
に
各
ご
家
庭
で
対

応
い
た
だ
き
た
い
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
、

地
震
な
ど
災
害
へ
の
備
え
に
必
要
な
こ
と

と
な
り
ま
す
の
で
、
い
ま
一
度
確
認
し
、

で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
ん
で
い
き
ま

し
ょ
う
。

すぐに避難できるための準備をしましょう

自宅での準備

避難場所および避難経路を確認
し、必要に応じて親戚宅や友人宅
などの避難先
を検討する。

寝るときは少しでも安全な場所で
寝る。

□倒れやすい家具がない部屋
□窓から離れた場所
□崖から遠い方の部屋

すぐに逃げられる状態で就寝する。

□寝る場所の近くに履き物を置く。
□玄関に靴を並べておく。
□外に出られる服装で寝る。

家族との安否確認手段や
避難場所を確認しておく。

非常持ち出し品をまとめ
ておく。

家具類が転倒しないよう
に対策する。
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家
庭
に
お
け
る
備
蓄
品
は
、
最
低
で
も

3
日
分
、
で
き
れ
ば
7
日
分
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

食
料
品
は
日
常
で
使
う
も
の
を
少
し
多

め
に
購
入
し
、
使
っ
た
ら
買
い
足
す
ロ
ー

リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
が
お
す
す
め
で
す
。

ま
た
、
災
害
へ
の
備
え
を
考
え
る
に
当

た
っ
て
、
ト
イ
レ
問
題
は
避
け
て
通
れ
ま

せ
ん
。
断
水
し
て
水
が
流
れ
な
く
な
っ
た

り
、
排
水
が
で
き
な
く
な
っ
た
り
し
た
と

き
に
慌
て
な
い
た
め
に
も
、
災
害
用
ト
イ

レ
の
備
蓄
が
大
切
と
な
り
ま
す
。
も
し
、

災
害
用
ト
イ
レ
の
備
蓄
が
不
足
す
る
な
ど

の
事
態
に
な
っ
た
場
合
は
、
身
の
回
り
に

あ
る
も
の
で
作
る
こ
と
も
可
能
で
す
の

で
、
参
考
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

簡易トイレの作り方
①便座を上げ、ポリ袋1枚を広げてセットします。便器の開口
部をすっぽり覆うのがポイント。できたら便座を下ろします。
②もう1枚のポリ袋を広げて、便座を覆い隠すように重ねます。

③ 2枚目のポリ袋の中にちぎった新聞紙を入れたら、簡易ト
イレの完成です。
※袋の中にオムツやペットシーツなど、吸水性のあるものを
入れても使用できます。
※便器が破損・汚損してしまって使えないときは、バケツや
段ボール箱でも代用できます。

「防災ボトル」 を作ってみよう！

災害は、いつどこで起こるか分かりません。そんな災害のときのため、外出する際は各種グッズをウォー
ターボトルに入れた「防災ボトル」を持ち歩くことがおすすめです。災害時のみならず、万が一のバスや新
幹線のトラブルにて車内で過ごさなければならなくなったときや、旅行先での怪我や防犯にも役立ちます。

ボトル（内容量 500 ミリリットルのもの）やボトルの中身は 100 円ショップでもそろえられます。ボト
ルの中身の参考例を紹介しますが、自らが必要となるものを選択し、オリジナル防災ボトルを一人一つ作っ
てみてください。

●防災ボトルの中身 参考例
・圧縮タオル・ウェットティッシュ・ばんそうこう
・ホイッスル
・ハンディライト
・エチケット袋（簡易トイレ）
・常備薬
・非常食
・現金
・緊急連絡や持病などを書いた紙
・清潔なビニール袋
・ポンチョ
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きいちゃんの災害避難ゲーム
「きいちゃんの災害避難ゲーム」とは、災害時の迅速な避難

行動や日頃からの備えの重要性、円滑な避難所運営のために
必要となる協力体制などについて、楽しみながら実践的に学
ぶことができる和歌山県オリジナルの防災学習ツールです。

自主防災組織の訓練や団体などの防災研修に活用できるよ
うに、町でも 10 セット用意していますので、積極的にご利用
ください。利用をご希望の方は、総務課（吉備庁舎）までお
問い合わせください。

共
助 

～
近
隣
の
人
と
顔
の
見
え
る
関
係
を
～

災
害
が
起
き
た
と
き
、
い
ち
ば
ん
に
手

を
差
し
伸
べ
て
く
れ
る
の
は
、
顔
と
名
前

を
知
っ
て
い
る
ご
近
所
さ
ん
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
自
分
や
家
族
の
命
を
守
る「
自
助
」

と
併
せ
て
、
地
域
の
つ
な
が
り
で
支
え
合

う
「
共
助
」
を
日
頃
か
ら
育
て
て
お
く
こ

と
が
、
命
と
暮
ら
し
を
守
る
大
き
な
力
に

な
り
ま
す
。
共
助
は
特
別
な
活
動
で
は
な

く
「
あ
い
さ
つ
」「
ち
ょ
っ
と
し
た
お
手

伝
い
」「
困
っ
た
と
き
に
助
け
合
う
気
持

ち
」
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
誰
も
が
今
日
か

ら
で
き
る
“
共
助
の
ヒ
ン
ト
”
を
ご
紹
介

し
ま
す
。
小
さ
な
一
歩
が
、
地
域
の
大
き

な
安
心
に
つ
な
が
り
ま
す
。

●
地
域
で
で
き
る
「
共
助
の
実
践
例
」

①
声
掛
け
・
あ
い
さ
つ
か
ら
始
ま
る
「
共

助
力
」

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」「
暑
い
で
す

ね
」
な
ど
日
常
の
あ
い
さ
つ
が
、
地
域
の

つ
な
が
り
を
育
て
ま
す
。
顔
の
見
え
る
関

係
性
を
築
い
て
お
く
こ
と
で
、
災
害
時
に

す
ぐ
に
安
否
確
認
や
助
け
合
い
が
行
い
や

す
く
な
り
ま
す
。

②
自
主
防
災
活
動
に
参
加
し
よ
う

地
域
で
実
施
さ
れ
る
自
主
防
災
活
動
や

訓
練
は
、
災
害
時
に
何
を
す
べ
き
か
、
誰

が
ど
ん
な
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
か
を

知
る
貴
重
な
機
会
で
す
。
参
加
す
る
こ
と

で
様
々
な
経
験
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
い

ざ
と
い
う
と
き
に
慌
て
ず
行
動
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

③
見
守
り
で
地
域
の
安
心
を
広
げ
よ
う

高
齢
者
や
一
人
暮
ら
し
の
方
、
小
さ
な

子
ど
も
の
い
る
家
庭
な
ど
、
少
し
の
見
守

り
が
安
心
に
つ
な
が
る
世
帯
が
あ
り
ま

す
。
特
別
な
役
割
で
な
く
て
も「
あ
れ
？
」

と
思
っ
た
ら
声
を
掛
け
る
勇
気
が
、
命
を

守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
日
常
の

ち
ょ
っ
と
し
た
気
付
き
が
「
共
助
」
の
一

歩
で
す
。

④
近
所
の
防
災
マ
ッ
プ
作
り

自
分
の
住
む
地
域
の
危
険
箇
所
や
避
難

場
所
を
、
地
図
に
書
き
込
み
な
が
ら
確
認

す
る
「
防
災
マ
ッ
プ
作
り
」
は
、
と
て
も

効
果
的
な
共
助
の
取
り
組
み
で
す
。

さ
ら
に
、
過
去
の
災
害
経
験
を
知
っ
て

い
る
人
の
話
を
聞
き
な
が
ら
行
う
こ
と

で
、地
域
な
ら
で
は
の
災
害
リ
ス
ク
（
崖
・

川
・
狭
い
道
な
ど
）
を
把
握
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

⑤
避
難
支
援
が
必
要
な
方
の
把
握
と
支
援

体
制
を
考
え
よ
う

地
域
に
は
、
避
難
時
に
支
援
を
必
要
と

す
る
方
が
い
ま
す
。
避
難
行
動
要
支
援
者

名
簿
に
基
づ
き
「
誰
が
ど
の
世
帯
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
か
」
を
事
前
に
話
し
合
っ
て

お
く
と
、
い
ざ
と
い
う
と
き
混
乱
を
防
ぐ

こ
と
が
で
き
ま
す
。
助
け
る
側
・
助
け
ら

れ
る
側
、
双
方
が
信
頼
関
係
を
気
付
い
て

お
く
こ
と
が
、
共
助
の
力
に
な
り
ま
す
。
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「避難行動要支援者名簿」登録対象者
①65歳以上の一人暮らし高齢者
②65歳以上の高齢者のみの世帯の人
③介護保険法に基づく要介護認定において要介護３以上
の判定を受けている人
④身体障害者のうち障害者手帳を有する人で、障害の程
度が１級又は２級の人
⑤知的障害者のうち療育手帳を有する人で、障害の程度
がＡ判定の人
⑥精神障害者のうち精神障害者保健福祉手帳１級の交付
を受けている人
⑦特定疾患医療受給者証を受けている難病患者、小児慢
性特定疾患医療受給児
※上記に該当する人で、かつ下記項目に該当する人が対
象となります。
・在宅の人であって、災害時に自力避難が困難な人

・自身の避難支援に関する個人情報を自治会などへ提供
することに同意した人

登録の申請方法
登録には申請書の提出が必要です。登録を希望される
場合は、やすらぎ福祉課（金屋庁舎）または清水行政局
住民福祉室までご連絡ください。

避難行動要支援者制度のお知らせ
～地域ぐるみの助け合い～

有田川町では、災害時に自力では避難が難しい方などを対象とした「避難行動要支援者名簿」を整備し、平常時
から自治会や自主防災組織、民生委員・児童委員などの避難支援関係者に名簿情報を提供することで、日頃の見守
りや災害時の避難支援・安否確認などに活用するための取り組みを進めています。

災害時、地域内での避難支援活動を円滑に行うためには、自治会などを中心とした近隣の助け合いが大切です。
日頃から要配慮者の所在把握や、避難支援の体制づくりに取り組むことが、地域の防災・減災につながります。

地域の絆で要配慮者を守ろう
「個別避難支援計画（個別計画）」の作成
個別計画とは「どこに避難するか」「誰が支援するか」
など具体的な内容を、一人一人の状況に合わせて事前に
決めておき、避難支援を迅速に行うためのものです。
避難行動要支援者名簿に登録されている方のうち、家
族以外の第三者の支援がなければ自力避難が困難とされ
る在宅者を個別計画対象者とし、個別計画を作成します。

個別計画の作成方法
個別計画対象者と自治会、
自主防災組織、民生委員・児
童委員など避難支援関係者が
相談しながら個別計画を作成
します。

ご理解ください
この制度は、あくまで地域住民が共に助け合う「共助」
のもとに行われます。
災害時には避難支援者も被災することが考えられます。
必ず支援が受けられるとは限らず、支援者が責任を負う
ものではありません。

▶使い方、ご存じですか？「黄色い旗」
災害が発生したとき、町民の皆さまには避難をお願いすること

があります。また、有田川町では災害が発生したとき、無事を周
囲に伝えるため「黄色い旗」を使用しています。

災害発生後、避難所などに避難するまたは自宅にとどまるといっ
た際に、家族の無事が確認できた場合は、玄関先に「黄色い旗」
を立ててください。「黄色い旗」はその家族の無事を周囲の方に知
らせるために立てるものです。旗の立っていない世帯には声を掛
けて避難を促しましょう。転入などで「黄色い旗」をお持ちでな
い場合は、やすらぎ福祉課（金屋庁舎）までお問い合わせください。
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▶スマートフォン向けアプリ

有田川町公式のスマートフォンアプリです。どなたでも利用でき、通信費を除く利用料は無料
です。防災行政無線の放送内容を文字で見て確認できるなど便利なツールとなりますので、ぜひ
ご活用ください。

有田川町防災アプリ 「ありだがわ防災 ・行政ナビ」

●利用方法
①ライフビジョンアプリをインストール
②「地域を選択してログイン」をクリック
③お住まいの地域の郵便番号を入力
④情報を取得したい地域を選択　※有田川町全域を推奨します。
⑤受信希望の情報を選択し、利用規約に同意で登録完了

●プッシュ型（自動通知）で受信可能な情報
・防災行政無線放送
・Jアラート情報（国からの緊急情報）
・避難指示などの避難情報

●確認できる情報
・各種ハザードマップ　・各種防災情報　　・河川水位監視情報
・行政、教育情報　　　・有田川町マップ　・イベント情報

iPhone
（iOS）

android

情
報 

を
得
る
＝
命
を
守
る

●
待
つ
だ
け
で
は
情
報
は
得
ら
れ
な
い

全
国
で
発
生
し
た
過
去
の
大
災
害
で
は
、

行
政
や
メ
デ
ィ
ア
か
ら
何
度
も
緊
急
情
報

が
配
信
さ
れ
て
い
て
も
、
そ
の
情
報
が
届

か
ず
多
く
の
人
が
命
を
落
と
し
ま
し
た
。

気
象
状
況
な
ど
で
、
屋
外
で
は
防
災
行

政
無
線
放
送
の
内
容
が
、
特
に
聞
き
取
り

に
く
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
テ
レ
ビ
や
ラ

ジ
オ
を
つ
け
て
い
な
い
と
緊
急
情
報
を
取

得
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
り
ま
す
。

●
積
極
的
に
情
報
の
取
得
を
！

多
く
の
人
が
携
帯
電
話
を
所
有
す
る
現

代
。
緊
急
の
防
災
情
報
を
適
切
に
住
民
の
皆

さ
ま
に
届
け
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で

情
報
配
信
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
一

人
一
人
に
と
っ
て
最
も
適
し
た
手
段
で
、
積

極
的
に
情
報
の
取
得
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
一
度
の
被
災
が
命
取
り
に

「
今
ま
で
大
丈
夫
だ
っ
た
か
ら
、
今
回

も
大
丈
夫
」
と
い
う
考
え
で
は
大
切
な
命

を
守
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
緊
急
情
報

や
避
難
情
報
を
取
得
し
た
と
き
は
、
身
を

守
る
た
め
の
行
動
を
起
こ
し
ま
し
ょ
う
。

自
分
や
家
族
の
命
を
い
ち
ば
ん
に
守
れ
る

の
は
、
あ
な
た
で
す
。

●
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
ラ
ジ
オ

災
害
時
に
情
報
を
得
る
手
段
と
し
て
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
ラ
ジ
オ
を
聞
く
こ
と

の
有
用
性
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
ラ
ジ

オ
に
は
、
速
報
性
、
地
域
に
根
ざ
し
た
細

や
か
な
災
害
情
報
、
日
頃
か
ら
親
し
ん
で

い
る
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
に
よ
る
安
心
感
な

ど
、
テ
レ
ビ
や
ネ
ッ
ト
に
は
な
い
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
ラ

ジ
オ
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
ア
プ
リ

「
r
a
d
i
k
o
（
ラ
ジ
コ
）」
は
、
全
国

の
民
放
ラ
ジ
オ
局
や
N
H
K
ラ
ジ
オ
な

ど
を
配
信
し
て
お
り
、
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ

の
な
い
外
出
先
で
災
害
が
発
生
し
た
と
き

も
、
す
ぐ
に
必
要
な
情
報
に
ア
ク
セ
ス
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
音
声
配
信
ア
プ
リ
は
、
動
画
配

信
ア
プ
リ
に
比
べ
て
、
バ
ッ
テ
リ
ー
と

デ
ー
タ
通
信
料
の
消
費
が
格
段
に
少
な
い

と
い
う
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
災
害

時
の
利
用
に
適
し
て
い
ま
す
。

今
す
ぐ
で
き
る
こ
と
と
し
て
、ラ
ジ
オ
が

聞
け
る
ア
プ
リ
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
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緊
急
時
に
は
、
早
く
・
正
確
に
情
報
を

受
け
取
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

メ
ー
ル
で
の
配
信
サ
ー
ビ
ス
な
ど
は
事

前
の
登
録
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
今
の
う

ち
に
登
録
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

放
送
・
音
声

●
防
災
行
政
無
線
に
よ
る
放
送

●
広
報
車
に
よ
る
巡
回

メ
ー
ル

●
緊
急
速
報
メ
ー
ル
・
エ
リ
ア
メ
ー
ル
／

有
田
川
町
内
に
在
町
の
皆
さ
ま
の
携
帯

電
話
に
情
報
が
配
信
さ
れ
ま
す
。
事
前

登
録
は
不
要
で
す
。

※
一
部
端
末
で
は
受
信
で
き
な
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。

●
有
田
川
町
防
災
情
報
メ
ー
ル
配
信
サ
ー

ビ
ス
／
事
前
に
登
録
い
た
だ
い
た
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
に
情
報
が
配
信
さ
れ
ま

す
。

・
登
録
／
「bousai.aridagaw

a-tow
n@

raiden2.ktaiw
ork.jp

」
に
空
メ
ー
ル

●
和
歌
山
県
防
災
わ
か
や
ま
メ
ー
ル
配
信

サ
ー
ビ
ス
／
事
前
に
登
録
い
た
だ
い
た

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
情
報
が
配
信
さ
れ

ま
す
。

・
登
録
／
「regist@

bousai.pref.w
aka 

yam
a.lg.jp

」
に
空
メ
ー
ル

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

●
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
緊
急
情
報
」

●
町
公
式
S
N
S

●
ヤ
フ
ー
（
天
気
・
災
害
）

●
気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
キ
キ
ク
ル
」

電
話

●
防
災
行
政
無
線
自
動
応
答
案
内

（
０
１
２
０
‐
７
６
‐
２
７
０
０
）
／

直
前
に
放
送
し
た
内
容
を
音
声
で
確
認

で
き
る
電
話
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
ご
自
宅

の
固
定
電
話
や
携
帯
電
話
か
ら
電
話
す

る
と
、
放
送
内
容
が
聞
く
こ
と
が
可
能

で
す
。

そ
の
他

●
テ
レ
ビ
わ
か
や
ま
デ
ー
タ
放
送
／
テ
レ

ビ
わ
か
や
ま
放
送
の
「
ｄ
ボ
タ
ン
」
か

ら
、
防
災
情
報
を
確
認
で
き
ま
す
。

●
停
電
情
報
／
関
西
電
力
送
配
電
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
関
西
停
電
情
報
ア
プ
リ
で
確

認
で
き
ま
す
。

防
災
行
政
無
線
を
屋
外
で
聞
く
こ
と

が
で
き
な
い
世
帯
は
、
戸
別
受
信
機
を

設
置
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
無
償
貸
与

特
定
の
地
域
に
住
民
登
録
し
て
い
る

世
帯
に
、
無
料
で
戸
別
受
信
機
を
設
置

し
ま
す
。

・
対
象
地
域
／
長
谷
・
糸
川
・
修
理
川

地
区
の
一
部
、
宇
井
苔
・
立
石
・
生

石
地
区
の
全
域
、
清
水
地
域
全
域

●
有
償
譲
与

無
償
貸
与
対
象
外
の
地
域
で
戸
別
受

信
機
を
希
望
さ
れ
る
世
帯
に
、
1
万
円

で
販
売
し
ま
す
。

※
設
置
費
用
・
ア
ン
テ
ナ
費
用
な
ど
は

本
人
負
担
で
す
。

防
災
行
政
無
線

　
　
戸
別
受
信
機
の

　
　
　
　
設
置
と
販
売

緊
急
時
に

情
報 
を

受
け
取
る
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JET 絆大使任命

写真 ( 左から ) ＝中山町長、ランパーサド・ジャックさん

有田川町の外国語指導助手として、令和6年（2024
年）から英語教育に携わってきたランパーサド・
ジャックさんが JET 絆大使として任命されました。
JET 絆大使は国際化に尽力した外国青年に対し、
日本と外国との友好関係を強化するために総務大
臣が任命するものです。

カナダ出身のジャックさんは、主に吉備中学校
での英語教育にご尽力いただきました。これから
も有田川町とカナダとの友好の架け橋となってく
れるでしょう。

中学生海外研修
中学生海外研修壮行会を 7 月 31 日（木）に行い

ました。有田川町では毎年、夏休み期間中に町内
の中学生を対象とした海外研修を行っています。

今回の海外研修では、8 月 8 日（金）に関西国際
空港を出発し、シンガポールを経由して翌 9 日（土）
にオーストラリア・ダーウィンに到着。19 日（火）
までの 12 日間、30 人の生徒たちはホームステイ
をしながら、ドリップストーン校・パーマストン
校の 2 校に分かれて交流授業や活動を楽しみまし
た。

有田川町・株式会社ブライエ
農業× IT へ向け

包括連携協定を締結
7 月 8 日（火）、有田川町は株式会社ブライエ（東

京都）と包括連携協定を締結しました。
同社は昨年から清水地域にテレワークで勤務す

る社員を常駐させ、ぶどう山
さんしょう

椒の収穫繁忙期の援
農活動や中学校での次世代教育に関する出前授業
などを行ってくれています。

写真 ( 左から ) ＝株式会社ブライエ 平田力也さん、同社事
業創出室長 菰田良介さん、同社代表取締役社長 中元政英
さん、中山町長、坂頭副町長

問おしゃるきまつり実行委員会事務局
　（金屋庁舎商工観光課内）

第
十
四
回 

か
な
や
納
涼

9/13（土）

開催

場
所　

金
屋
文
化
保
健
セ
ン
タ
ー
周
辺

時
間　

 

18
時
～
21
時

※
雨
天
時
は
翌
日
14
日
（
日
）
に
順
延
し
ま
す
。

毎年 7月に開催していま
したが、今年は 9月に開催
します。吹奏楽・太鼓演奏、
フラダンス、バレエなどの
ステージイベントや、創作
花火、打ち上げ花火を行う
ので、ぜひお誘い合わせの
上お越しください。
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10
月
１
日
（
水
）
に
、
5
年
に
一
度
の

「
国
勢
調
査
」
を
全
国
一
斉
に
実
施
し
ま

す
。
国
勢
調
査
は
、
日
本
に
住
ん
で
い
る

全
て
の
人
・
世
帯
が
対
象
と
な
り
、
統
計

法
と
い
う
法
律
に
基
づ
き
、
回
答
の
義
務

が
あ
る
大
切
な
調
査
で
す
。

国
勢
調
査
の
結
果
は
、
社
会
福
祉
、
雇

用
、
生
活
環
境
の
整
備
、
災
害
対
策
な
ど

を
は
じ
め
と
し
た
あ
ら
ゆ
る
施
策
に
利
用

さ
れ
る
な
ど
、
私
た
ち
の
生
活
の
身
近
な

と
こ
ろ
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

国
勢
調
査
と
は
？

調
査
に
つ
い
て

9
月
中
旬
か
ら
、
調
査
員
が
皆
さ
ま
の

お
宅
を
訪
問
し
、
調
査
書
類
を
お
配
り
し

ま
す
。
総
務
大
臣
が
任
命
し
た
国
勢
調
査

員
は
、
そ
の
身
分
を
証
明
す
る
「
調
査
員

証
」
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。
国
勢
調
査
を

装
っ
た
詐
欺
や
不
審
な
調
査
に
は
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

国勢調査コンタクトセンター
☎ 0570-02-5901( ナビダイヤル )　☎ 03-6628-2258(IP 電話 )

設置期間／ 9 月 16 日（火）～ 11 月 7 日（金）　※土日祝日も利用できます。
受付時間／電話・有人チャット　9:00 ～ 21:00

チャットボット　24 時間対応

有田川町役場総務課（吉備庁舎）☎ 22-3291
調査書類が 10 月上旬になっても届かない場合や、追加の調査票が必要
な場合（5 人以上の世帯など）は、お手数ですがご連絡ください。

国勢調査に関すること
「国勢調査 2025 キャンペーンサイト」

https://www.kokusei2025.go.jp

オンライン回答について
「国勢調査オンライン」

https://www.e-kokusei.go.jp
※ 9 月 20 日（土）0 時から回答可能

問い合わせ先

回答は、簡単で
便利なインター
ネットで！

●
調
査
内
容

・
世
帯
員
の
数

・
住
居
の
種
類

・
住
居
の
建
て
方

・
男
女
の
別

・
世
帯
主
と
の
続
き
柄

・
出
生
の
年
月

・
現
在
の
場
所
に
住
ん
で
い
る
期
間

・
従
業
地
ま
た
通
学
地　

な
ど

●
調
査
対
象
／
令
和
7
年
（
2
0
2
5

年
）
10
月
１
日
現
在
、
日
本
に
住
ん
で

い
る
全
て
の
人（
外
国
人
の
方
を
含
む
）

お
よ
び
世
帯

●
回
答
期
限
／
10
月
８
日
（
水
）

●
回
答
方
法

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
（
推
奨
）

・
郵
送
で
紙
の
調
査
票
を
提
出

・
調
査
員
へ
紙
の
調
査
票
を
提
出

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
に
は
、
次
の
よ

う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

①
お
手
元
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
手
軽

に
回
答
で
き
ま
す
。

②
24
時
間
い
つ
で
も
回
答
可
能
で
す
。

③
回
答
内
容
は
直
接
国
に
送
ら
れ
る
た
め

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
保
護
さ
れ
ま
す
。

調
査
員
を
は
じ
め
と
す
る
国
勢
調
査
に

従
事
す
る
者
に
は
、
統
計
法
に
よ
っ
て
、

個
人
情
報
を
保
護
す
る
た
め
の
厳
格
な
守

秘
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
回
答
い
た
だ
い
た
内
容
は
、
統

計
の
作
成
に
関
連
す
る
目
的
以
外
に
使
用

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ご
回
答
を
お
願
い
し
ま
す

全
て
の
項
目
に
正
し
く
記
入
し
て
い
た

だ
く
こ
と
で
、
皆
さ
ま
の
生
活
や
日
本
の

未
来
に
役
立
ち
ま
す
。

調
査
が
正
確
か
つ
円
滑
に
実
施
さ
れ
る

た
め
に
は
、
皆
さ
ま
の
幅
広
い
ご
支
援
が

ぜ
ひ
と
も
必
要
で
す
の
で
、
調
査
関
係
者

が
伺
っ
た
際
に
は
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
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毎
年
9
月
10
日
～
16
日
は
、
自
殺
対
策

基
本
法
に
基
づ
き
「
自
殺
予
防
週
間
」
と

定
め
ら
れ
て
お
り
「
い
の
ち
支
え
る
自
殺

対
策
」
と
い
う
理
念
を
前
面
に
打
ち
出
し

た
啓
発
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
こ
の

機
会
に
、
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
に
つ
い
て
ご

紹
介
し
ま
す
。

 

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
に
つ
い
て

「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
」
と
は
、
悩
ん
で

い
る
⼈
に
気
付
き
、
声
を
掛
け
、
話
を
聞

い
て
、
必
要
な
⽀
援
に
つ
な
げ
、
⾒
守
る

⼈
の
こ
と
で
す
。
自
殺
対
策
で
は
、
悩
ん

で
い
る
人
に
寄
り
添
い
、
関
わ
り
を
通
し

て
「
孤
独
・
孤
立
」
を
防
ぎ
、
支
援
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
特
別
な
資
格
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
で
き

る
こ
と
か
ら
行
動
を
起
こ
し
て
い
く
こ
と

が
、
自
殺
対
策
に
つ
な
が
り
ま
す
。

●
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
の
心
得
（
ゲ
ー
ト

キ
ー
パ
ー
手
帳
よ
り
）

・
自
ら
相
手
と
か
か
わ
る
た
め
の
心
の
準

備
を
し
ま
し
ょ
う

・
温
か
み
の
あ
る
対
応
を
し
ま
し
ょ
う

健康みちしるべ

健
康
推
進
課
（
金
屋
庁
舎
）

清
水
行
政
局
住
民
福
祉
室

・
真
剣
に
聴
い
て
い
る
と
い
う
姿
勢
を
相

手
に
伝
え
ま
し
ょ
う

・
相
手
の
話
を
否
定
せ
ず
、
し
っ
か
り
と

聴
き
ま
し
ょ
う

・
相
手
の
こ
れ
ま
で
の
苦
労
を
ね
ぎ
ら
い

ま
し
ょ
う

・
心
配
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
ま
し
ょ
う

・
わ
か
り
や
す
く
、
か
つ
ゆ
っ
く
り
と
話

を
し
ま
し
ょ
う

・
一
緒
に
考
え
る
こ
と
が
支
援
で
す

・
準
備
や
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
も
大
切
で
す

・
自
分
が
相
談
に
の
っ
て
困
っ
た
と
き
の

つ
な
ぎ
先
（
相
談
窓
口
等
）
を
知
っ
て

お
き
ま
し
ょ
う

・
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
自
身
の
健
康
管
理
、

悩
み
相
談
も
大
切
で
す

有
田
川
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
約
2
0
0

人
の
方
が
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
講
座
を

受
講
さ
れ
、
活
動
へ
の
協
力
が
可
能
な
方

に
は
自
殺
対
策
の
啓
発
活
動
な
ど
に
ご
協

力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
も
、

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
講
座
を
開
催
予
定

で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

悩
み
や
不
安
を
抱
え
て
困
っ
て
い
る
と

き
に
は
、相
談
で
き
る
場
所
が
あ
り
ま
す
。

特
に
子
ど
も
は
、
長
期
休
暇
明
け
前
後
に

不
安
を
感
じ
た
り
悩
ん
だ
り
す
る
こ
と
が

あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
身
近
な
人
の
様
子

が
い
つ
も
と
違
う
と
感
じ
た
と
き
に
は
、

声
を
掛
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、

電
話
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
相
談
窓
口
も
あ
り
ま

す
の
で
、ぜ
ひ
相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

 

主
な
相
談
窓
口
一
覧

●
電
話
相
談
窓
口

・
＃
い
の
ち
S
O
S
／
専

門
の
相
談
員
が
、
必
要
な

支
援
策
な
ど
に
つ
い
て
一

緒
に
考
え
ま
す
。

☎
０
１
２
０
‐
０
６
１
‐
３
３
８

（
24
時
間
対
応
）

・
よ
り
そ
い
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

／
ど
ん
な
人
の
、
ど
ん
な

悩
み
に
も
寄
り
添
っ
て
、

一
緒
に
解
決
で
き
る
方
法
を
探
し
ま
す
。

☎
０
１
２
０
‐
２
７
９
‐
３
３
８

（
24
時
間
対
応
）

・
い
の
ち
の
電
話

☎
０
１
２
０
‐
７
８
３
‐

５
５
６
（
16
時
～
21
時
・
毎

月
10
日
8
時
～
翌
日
8
時
）

☎
０
５
７
０
‐
７
８
３
‐
５
５
６

（
10
時
～
22
時
）

・
チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
イ
ン
／
18
歳
ま
で
の

子
ど
も
が
か
け
る
電
話
で

す
。
チ
ャ
ッ
ト
で
の
相
談

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

☎
０
１
２
０
‐
９
９
‐
７
７
７
７

（
16
時
～
21
時
）

・
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統
一

ダ
イ
ヤ
ル
／
「
こ
こ
ろ
の

健
康
電
話
相
談
」
等
の
公

的
な
相
談
機
関
に
接
続
し
ま
す
。

☎
０
５
７
０
‐
０
６
４
‐
５
５
６

（
相
談
対
応
の
曜
日
・
時
間
は
自
治
体

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）

●
地
域
の
相
談
窓
口

・
支
援
情
報
検
索
サ
イ
ト
／

ど
こ
に
相
談
し
た
ら
い
い

か
分
か
ら
な
い
と
き
は
支

援
情
報
検
索
サ
イ
ト
に
て
地
域
別
、
方

法
別
、
悩
み
別
に
相
談
窓
口
を
検
索
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
そ
の
他
の
S
N
S
相
談
も
あ
り
ま
す
。

詳
細
は
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://w
w
w
.m
hlw
.go.jp/index.

htm
l

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

９
月
10
日
～
16
日
は「
自
殺
予
防
週
間
」で
す
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おとな こども
健康 応援 スケジュール

　あなたの健康を支える「国民健康保険」
医療費状況（令和7年（2025年）7月）

加入者数 6,440 人

支払額 2 億 8,126 万円

1 人当たりの医療費
4 万 3,674 円

（前年同月 4 万 8,821 円）

令和 6 年度（2024 年度）
1 人当たりの医療費

4 万 2,837 円／月

51 万 4,046 円／年

集団健診 健康推進課（金屋庁舎）
清水行政局住民福祉室

10 月 18 日（土）	 申込期限： 9 月 18 日（木）
8:00 ～ 9:20	 金屋文化保健センター

	 特定・胃・大腸・胸部・乳房
11 月 9 日（日）	 申込期限：10 月 9 日（木）

8:00 ～ 9:20	 きびドーム
	 特定・胃・大腸・胸部・乳房・子宮

1 月 18 日（日）	 申込期限：12 月 18 日（木）
8:00 ～ 9:20	 金屋文化保健センター

	 特定・胃・大腸・胸部・乳房・子宮

運動教室 健康推進課（金屋庁舎）

9 月 4 日（木）、10 月 2 日（木）
■場所／きび保健福祉センター

健康フェア 健康推進課（金屋庁舎）

9 月 3 日（水）　金屋文化保健センター
・一般健康相談　・こころの健康チェック
・運動教室「姿勢を良くするヨガ」
・栄養講座「続けやすい減塩食とは？」
10 月 1 日（水）　金屋文化保健センター
・一般健康相談
・運動教室「カラダが喜ぶ運動習慣づくり」
　インボディ測定実施　※予約締め切り9月18日（木）
・栄養講座「実践しやすい食事の工夫」

健康相談 清水行政局住民福祉室

10 月 8 日（水）　城西会館
・血圧測定　・骨密度測定　・血管年齢測定
・管理栄養士による「骨太＆減塩ミニ講座」
・運動教室　ウォーキング＆ストレッチ

実施時間
9:00～
11:00

集団健診は
事前に申し込みが必要です！
申し込みは健康推進課（金屋庁舎）
または清水行政局住民福祉室まで。
右の二次元コードからも申し込み
が可能です。

実施時間
9:00～
11:00

子どもの健康相談 健康推進課（金屋庁舎）
清水行政局住民福祉室

■場所／金屋文化保健センター　■時間／ 9:00 ～ 11:00
9月 4日（木）、 9月 18日（木）、
10月 2日（木）、10月 16日（木）

■場所／高齢者福祉センター　■時間／ 9:30 ～ 10:30
9月 17日（水）　申込期限： 9月 10日（水）

■場所／清水保健センター　　■時間／ 9:30 ～ 10:30
10月 20日（月）　申込期限：10月 13日（月・祝）

●清水保健センターと高齢者福祉セン
ター開催分については、事前の予約が
必要なため、右の二次元コードからお
申し込みください。

乳幼児健診 健康推進課（金屋庁舎）

4 カ月児健診［令和7年（2025年）5月生まれ］
9月 30日（火）13:00 ～ 13:15

10 カ月児健診［令和6年 (2024年）10月生まれ］
9月 2日（火）12:30 ～ 12:45

1 歳 6 カ月児健診［令和6年（2024年）1月生まれ］
9月 17日（水）12:45 ～ 13:00

2 歳児健診［令和5年（2023年）6月生まれ］
9月 24日（水）12:45 ～ 13:00

3 歳 6 カ月児健診［令和4年（2022年）2月生まれ］
9月 9日（火）12:45 ～ 13:00

■場所／金屋文化保健センター

実施時間
19:30～20:30

15 広報ありだがわ　2025.9



高齢者の暮らしを応援！
地域包括支援センターだより 問長寿支援課（金屋庁舎）

有田川町地域包括支援センターでは、介護予防などの相談に応じています。

認知症って？
認知症とは、さまざまな病気により脳の神経細胞の働きが徐々に低下し、認知機能（記憶・判断力など）

が衰えて、社会生活に支障が出る状態をいいます。
また、65 歳未満で発症する認知症は「若年性認知症」と呼ばれ、認知症は誰もがなり得る病気です。

●加齢による物忘れ
・体験したことの一部を忘れる。
　例／朝ごはんを食べたことは覚えているがメニュー

が思い出せない。
・物忘れの自覚がある。
・症状は極めて徐々にしか進行しない。
●認知症による物忘れ
・体験したことの全てを忘れている。
　例／朝ごはんを食べたこと自体を覚えていない。
・物忘れの自覚がない（初期には自覚があることが少

なくない）。
・症状は進行する。

※ここで挙げたものは一例です。

「加齢による物忘れ」と
「認知症による物忘れ」の違い ご相談ください

認知症の早期診断・早期治療につなげる
ため「もしかして認知症では」と思われる
症状に気付いたら、一人で悩まず、かかり
つけ医や認知症疾患医療センターに相談し
ましょう。
地域包括支援センターは、認知症や介護

のことなどの相談窓口です。お気軽にご連
絡ください。
また、お近くの認知症疾患医療センター

をお探しの場合は、下の表をご確認くださ
い。

認知症疾患医療センター 電話番号

有田市立病院 ☎ 82-0887

和歌山県立医科大学附属病院 ☎ 073-441-0776

ひだか病院 ☎ 0738-24-1802

国保野上厚生総合病院 ☎ 073-489-6670

認知症サポーター養成講座のご案内
キャラバン・メイトは、認知症について正しい理解の普及のため、各地で認知症サポーター養成
講座を行っています。
講座は、小学生から高齢者まで年齢を問わず受講していただけます。開催日時や開催場所もご希
望に合わせ調整可能です。受講をご希望される場合は、地域包括支援センター（☎22‐ 4502）
までご連絡ください。
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9
月
9
日
は
「
救
急
の
日
」
そ
し
て
、

こ
の
週
は
「
救
急
医
療
週
間
」
で
す
。
救

急
業
務
や
救
急
医
療
へ
の
理
解
を
深
め
、

命
に
つ
い
て
考
え
る
大
切
な
機
会
で
す
。

●
応
急
手
当
講
習
の
ご
案
内

突
然
の
け
が
や
病
気
で
倒
れ
た
と
き
、

そ
ば
に
居
合
わ
せ
た
人
が
行
う
応
急
処
置

は
、
救
命
率
や
社
会
復
帰
の
可
能
性
に
大

き
く
影
響
し
ま
す
。

消
防
本
部
で
は
、
普
通
救
命
講
習
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
5
人
程
度
か
ら
開
催
が

可
能
で
す
。
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使

い
方
を
学
べ
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
消
防
本
部

ま
た
は
消
防
署
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

き
て
い
ま
す
。「
救
急
車
を
使
え
ば
早
く

診
て
も
ら
え
る
」
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

救
急
車
は
限
ら
れ
た
資
源
で
す
。
緊
急

に
救
急
車
で
病
院
に
行
く
必
要
が
あ
る
人

の
た
め
に
、
救
急
車
の
適
正
な
利
用
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

救
急
搬
送
人
数
を
年
齢
別
に
比
較
す

る
と
、
高
齢
者
が
4
3
8
人
と
最
も
多

く
、
全
体
の
約

70
％
を
占
め
て

い
ま
す
。
成
人

は
1
4
2
人
、

少
年
は
24
人
、

乳
幼
児
は
22
人
、

新
生
児
は
0
人

で
し
た
。

火
災　
…　
10
件

救
急　
…　
7
9
2
件

救
助　
…　
18
件

有
田
川
町
消
防
本
部　
☎
５
２
‐
５
９
５
０

吉
備
金
屋
消
防
署　
☎
５
２
‐
５
９
５
０

清

水

消

防

署　
☎
２
５
‐
１
２
４
３

令
和
７
年
（
２
０
２
５
年
）

7
月
末
現
在
の
出
動
件
数

消
防
だ
よ
り

救
急
の
日

令
和
７
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語　
「
急
ぐ
日
も　
足
止
め
火
を
止
め　
準
備
よ
し
」

病院の案内
　「救急車を利用するほどではないけど、受診できる病院がわからない」
という方に、受診可能な医療機関を案内しています。

●和歌山医療情報ネット
　スマートフォンやパソコンなどで「わかやま医療情報ネット」と検索する。

●救急医療情報センター　☎ 073-426-1199（24 時間対応）

●こども救急相談ダイヤル（平日19時～翌朝9時、土日祝9時～翌朝9時）
　 ☎♯ 8000（プッシュ回線・携帯電話）　☎ 073-431-8000（ダイヤル回線・IP 電話）

地
震
に
よ
る
火
災
を
な
く
そ
う

救
急
車
の
適
正
利
用
を

近
年
、
救
急
車
の
出
動
件
数
が
増
え
て

地
震
火
災
は
、
事
前
の
対
策
や
地
震
直

後
の
行
動
で
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
事
前
の
対
策

・
家
具
を
固
定
す
る
（
転
倒
防
止
）。

・
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
を
設
置
す
る
。

・
消
火
器
（
住
宅
用
）
を
準
備
す
る
。

●
地
震
直
後
の
行
動

・
避
難
す
る
と
き
は
ブ
レ
ー
カ
ー
を
落
と

す
。

・
ガ
ス
の
元
栓
を
閉
め
る
。

●
避
難
か
ら
戻
っ
た
ら

・
電
化
製
品
な
ど
の
使
用
を
再
開
す
る
と

き
は
、
機
器
や
コ
ー
ド
に
損
傷
が
な
い

か
、
付
近
に
燃
え
や
す
い
も
の
は
な
い

か
を
確
認
す
る
。

●
救
急
搬
送
件
数
（
上
半
期
）

令
和
7
年
（
2
0
2
5
年
）
上
半
期

（
1
月
～
6
月
）
の
救
急
出
動
件
数
は

6
8
2
件
、
搬
送
人
数
は
6
2
6
人
で

し
た
。
昨
年
の
同
時
期
と
比
較
し
て
、
出

動
件
数
は
24
件
、
搬
送
人
数
は
13
人
、
そ

れ
ぞ
れ
増
加
し
て
い
ま
す
。
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環
境
衛
生
課
か
ら
の

お 
知 

ら 

せ
環
境
衛
生
課
（
吉
備
庁
舎
）

清
水
行
政
局　
建
設
環
境
室

〜
ご
み 

分
別
す
れ
ば
資
源
〜

6
月
24
日
（
火
）、
石
垣
小
学
校
4
年

生
の
皆
さ
ん
が
、
環
境
セ
ン
タ
ー
と
町
営

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
収
集
場
を
見
学
し
ま
し

た
。最

初
に
訪
れ
た
環
境
セ
ン
タ
ー
で
は
、

燃
え
る
ご
み
は
焼
却
、
燃
え
な
い
ご
み
は

埋
め
立
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
D
V
D

で
学
ん
だ
後
、
ガ
ラ
ス
越
し
に
ご
み
処

理
の
過
程
を

見
学
し
ま
し

た
。
ピ
ッ
ト

に
投
入
さ
れ

た
ご
み
が
、

大
き
な
ア
ー

ム
で
持
ち
上

げ
ら
れ
た
り

混
ぜ
ら
れ
た

り
す
る
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
な

動
き
に
「
す
ご
い
！
」
と
声
を
上
げ
る
子

も
お
り
、
興
味
津
々
の
様
子
で
し
た
。

続
い
て
訪
れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
収
集
場

で
は
、
家
庭

か
ら
分
別
さ

れ
た
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
が
、

機
械
で
袋
を

破
か
れ
、
人

の
手
で
汚
れ

や
異
物
を
取

り
除
か
れ
て

い
く
作
業
の

流
れ
を
見
学

し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
き

れ
い
に
選
別

さ
れ
た
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク

が
「
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ベ
ー

ル
」
に
加
工

さ
れ
、
資
源

と
し
て
再
利

み
に
出
す
と
爆
発
な
ど
の
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。

※
使
用
後
の
花
火
は
、
水
に
浸
し
て
燃
え

る
ご
み
で
処
分
し
ま
し
ょ
う
。
カ
セ
ッ

ト
ボ
ン
ベ
は
使
い
切
っ
て
か
ら
、
燃
え

な
い
ご
み
で
処
分
で
き
ま
す
。

買
う
と
き
は
簡
単
で
も
、
い
ざ
処
分
し

よ
う
と
す
る
と
正
し
い
方
法
が
分
か
ら

ず
、
困
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

特
に
、
処
分
ル
ー
ト
が
確
立
さ
れ
て
い
な

い
商
品
に
つ
い
て
は
、
自
治
体
で
も
対
応

す
る
こ
と
が
困
難
で
す
。

便
利
さ
や
安
さ
だ
け
で
な
く
「
処
分

の
仕
方
は
？
」「
最
後
ま
で
責
任
を
持
て

る
？
」
と
い
う
視
点
も
、
こ
れ
か
ら
の
買

い
物
に
は
大
切
で
す
。
購
入
前
に
も
う
一

度
、
本
当
に
必
要
か
ど
う
か
、
よ
く
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。

買
う
前
に
「
処
分
」
の
こ
と
も

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

石
垣
小
学
校
4
年
生
が
環
境

セ
ン
タ
ー
と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

収
集
場
を
見
学

  
家
庭
か
ら
出
る

  

燃
え
る
ご
み
の
収
集
量

　
令
和
7
年
（
2
0
2
5
年
）
6
月

約
2
6
7
ト
ン

前
月
か
ら
約
37
ト
ン
の
減
少

ネ
ッ
ト
通
販
な
ど
で
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ

ン
電
池
搭
載
製
品
が
簡
単
に
手
に
入
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た

製
品
の
中
に
は
、
適
正
に
処
分
す
る
ル
ー

ト
が
整
っ
て
い
な
い
物
が
あ
り
ま
す
。
処

理
方
法
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
ま
ま
新
し

い
商
品
が
次
々
と
出
て
き
て
お
り
、
廃
棄

時
の
対
応
が
追
い
つ
い
て
い
な
い
の
が
現

状
で
す
。

そ
の
他
に
も
、
買
い
だ
め
し
て
使
え
な

く
な
っ
た
花
火
や
中
身
の
残
っ
た
カ
セ
ッ

ト
ボ
ン
ベ
な
ど
は
、
処
分
が
難
し
く
、
ご

令和 8 年度（2026 年度）
から令和10年度（2028年度）
までの資源ごみの収集運搬業
務受託者を募集します。応募
資格・応募方法・受付期間な
どは、広報ありだがわ 10 月
号に掲載しますので、ご覧く
ださい。

用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
教
わ
り
ま
し
た
。

見
学
中
は
、
子
ど
も
た
ち
が
た
く
さ
ん

質
問
し
、
熱
心
に
話
を
聞
き
な
が
ら
真
剣

に
メ
モ
を
取
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。
ご

み
や
資
源
の
行
方
を
知
り
、
暮
ら
し
と
環

境
の
つ
な
が
り
を
考
え
る
良
い
機
会
と

な
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
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問こども教育課（金屋庁舎）
「社会を明るくする運動」 ・ 着衣泳

石垣小学校　「社会を明るくする運動」 キャラバン隊
7 月 3 日（木）、5・6 年生を対象とした桂枝曾丸さんによる落語会・講演会が行われました。
人とのつながりを大切にする「一

い ち ご い ち え

期一会」から、言葉でみんなが笑顔になる「一
い ち ご い ち え

語一笑」。さらに、毎日
笑顔で過ごしたいという気持ちを込めた「一

いちにちいっしょう

日一笑」。笑顔の輪が広がれば、社会を明るくすることができ
ると教えていただきました。また「そばをすする」「芋を食べる」などの落語体験もさせていただき、大変
貴重な機会となりました。

当日は和歌山保護観察所、有田保護司会、更生女性保護司会の方々もお越しくださいました。たくさんの
地域の方とつながり、見守られていることを実感し、嬉しく思います。子どもたちみんなの笑顔が、社会を
明るくする存在になってほしいと願っています。

毎年夏になると水辺での事故が報道されます。児童には、もしものときに備えて防災教育を行っており、
7 月 4 日 ( 金 ) に有田川町消防本部の方々をお呼びし、着衣泳の指導をしていただきました。

服を着たまま水辺に落ちてしまった場合に大切なのは「仰向けで浮く」ことだと教わり、実践しました。
また、靴やかばんなどは基本的に浮くので、その浮力を利用することなども学びました。

小川小学校　着衣泳
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図書館だより

今月のイベント
おひざでだっこのおはなし会　※申し込み不要

日時／ 9 月 9 日（火）10:15 ～ 11:15
場所／金屋図書館　　対象／ 4 カ月～ 2 歳児

おはなし会
①日程／ 9 月 7 日（日）・14 日（日）・21 日（日）

場所／ポッポ絵本館　時間／ 14:00 ～ 14:30
②日程／ 9 月 13 日（土）

場所／金屋図書館　　時間／ 10:30 ～ 11:00
ブックラザ

「まんまるお月さまとうさぎ」　※申し込み不要
日時／ 9 月 25 日（木）10:30 ～（約 60 分）
場所／金屋図書館　　対象／ 2 歳～未就園児
定員／先着 15 組

新着図書案内
■一般書
介護・老後で困る前に読む本　……… 吉田肇／著
防災リュックはじめて BOOK　… … 髙荷智也／著
子どもの便秘は原因がわかればスルッと治る
…………………………………………… 水上健／著
40代からはじめるあなたの予防医学　…… 角田拓実／著
源家物語　…………………………… 真保裕一／著
災疫の季節　………………………… 中山七里／著
谷根千ミステリ散歩　……………… 東川篤哉／著
青の純度　…………………………… 篠田節子／著
■児童書
異常気象の教科書　………………… 齋藤勝裕／著
麦ちゃんのめがね　…   最上一平／作  かつらこ／絵
保護犬チャンスとロボット犬
… キャサリン・アップルゲイド、ジェニファ・チョールデンコウ／作
ひろしまの子　… 四國五郎／詩　長谷川義史／絵
ONE DAY　
…… マイケル・ローゼン／文　ベンジャミン・フィリップス／絵

全館臨時休館日／ 9 月 11 日（木）
※休館時の図書の返却には、ブックポスト（ALEC・金屋図書館・しみず図

書室に設置）をご利用ください。

今月の移動図書館
9 月 4 日（木）　八幡小学校　13:00 ～ 13:45
　　　　　　　　し み ず 園　14:30 ～ 15:00
9 月 12 日（金）　石垣小学校　12:30 ～ 13:00
9 月 17 日（水）　小川小学校　12:45 ～ 13:10

【図書施設連絡先・開館日時】
●地域交流センター（ALEC）　☎ 52-4730

火～金：10:00~19:00　土・日・祝日：10:00~17:00
月曜休館（月曜日が祝日の場合、翌日休館）

●ちいさな駅美術館（ポッポ絵本館内）　☎ 52-4730
火～日：12:00~16:00  月曜休館（月曜日が祝日の場合、翌日休館）

●金屋図書館　☎ 32-5789
火～日：10:00~17:00　月曜・祝日休館

●しみず図書室　☎ 25-1788
火～土：9:00~17:00　日・月・木・祝日休館

※掲載しているイベントについて、諸般の事情により中止または実
施内容が変更される場合があります。最新の情報は、町ホームペー
ジをご覧いただくか、直接図書施設にお問い合わせください。

使ってみよう！予約サービス 
●どんなときに使うの？

借りたい資料（本）が貸し出し中のときや、探
す手間を省きたいときにご利用ください。
●どうすれば予約できるの？

次の 3 つから受け付けています。
①窓口　　②電話　　③インターネット

有田川ライブラリーのホームページから読みた
い資料（本）を蔵書検索し、予約かごに追加する
ことで予約ができます。その際、利用カードの 6
桁の番号（アルファベットを除く）と 8 桁のパ
スワードでのログインが必要です。ログイン後は
画面の表示に従ってお進みください。
※パスワードはご自身で変更されていない限り、

8 桁の生年月日になっています。
●予約本の受け取りはどうすればいいの？

予約時に予約連絡方法や受け取り希望館を選択
していただきます。資料（本）の準備ができたら電
話やメールでご連絡しますので、1 週間以内に受
け取りを希望された施設にお越しください。なお、
連絡方法で未連絡を選択された場合は、有田川ラ
イブラリーのマイページから確認ができます。

原画展
岡田千晶絵本原画展

「ぼく、いいたいことが あるの」
期間／ 8 月 30 日（土）
　　　～ 9 月 30 日（火）
場所／ちいさな駅美術館
　　　（ポッポ絵本館内）
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6
月
28
日（
土
）、
清
水
文
化
セ
ン
タ
ー

で
人
権
映
画
会
を
開
催
し
「
あ
ま
ろ
っ

く
」
を
上
映
し
ま
し
た
。
今
後
も
映
画
会

や
講
演
会
な
ど
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す

の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

人権だより
考えてみませんか、私の人権、あなたの人権。

総務課（吉備庁舎）
電話　　　22-3291
ファクス　52-3210

人権特設相談所
日常生活や身の回りの人権問題について、人権擁護委

員が相談を受けます。相談は無料で、秘密は厳守します。
●日時／ 9 月 18 日（木）13:00~16:00
●場所／城山出張所 出張所横会議室

電話による人権相談窓口
みんなの人権 110 番（さまざまな人権問題）

☎ 0570-003-110
女性の人権ホットライン（家庭内暴力など女性の人権問題）

☎ 0570-070-810
こどもの人権 110 番（いじめ・虐待など子どもの人権問題）

☎ 0120-007-110

5
年
ほ
ど
前
、
こ
の
「
人
権
だ
よ
り
」

に
記
事
を
掲
載
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
内
容
は
、
金
屋
地
区
内
の
信

号
機
の
な
い
横
断
歩
道
で
の
出
来
事
で

す
。あ

る
日
、
3
人
の
児
童
生
徒
が
横
断
歩

道
を
渡
ろ
う
と
し
て
い
た
の
で
、
私
は
車

を
止
め
、
手
で
「
ど
う
ぞ
」
と
合
図
を
し

ま
し
た
。子
ど
も
た
ち
は
渡
り
終
え
る
と
、

一
列
に
並
び
、
深
々
と
頭
を
下
げ
て
く
れ

た
の
で
す
。
驚
き
と
い
う
よ
り
も
感
激
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。

後
日
、
そ
の
こ
と
を
学
校
に
伝
え
た
く

な
り
、
校
長
先
生
に
お
話
し
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
朝
礼
の
と
き
に
で
も
子
ど
も
た

ち
に
こ
の
出
来
事
を
伝
え
て
、
褒
め
て
あ

げ
て
ほ
し
い
と
お
願
い
し
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
数
年
後
、
偶
然
に
も
同
じ
場

所
で
、
ま
た
同
じ
よ
う
な
場
面
に
遭
遇
し

ま
し
た
。
渡
り
終
え
た
子
ど
も
た
ち
が
、

以
前
と
同
様
に
振
り
返
っ
て
、
丁
寧
に
頭

を
下
げ
て
く
れ
た
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、

5
年
前
の
子
ど
も
た
ち
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。最

近
で
は
、
街
中
で
歩
行
者
に
優
し
い

運
転
手
さ
ん
の
姿
を
よ
く
見
受
け
ま
す
。

た
だ
、
気
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
地

区
役
員
と
し
て
活
動
し
て
い
る
と
き
「
子

ど
も
を
守
る
日
」
に
数
人
で
街
頭
指
導
を

し
ま
し
た
。
そ
の
際
、
一
緒
に
指
導
に
当

た
っ
た
方
が
、
児
童
生
徒
を
横
断
歩
道
の

手
前
で
止
め
、
車
を
優
先
さ
せ
て
通
し
て

い
た
場
面
が
あ
り
ま
し
た
。
気
持
ち
は
分

か
ら
な
い
こ
と
も
な
い
で
す
が
、
法
的
に

は
車
を
止
め
る
べ
き
で
す
。

交
通
の
場
で
も
自
分
本
位
で
は
な
く
、

相
手
に
対
す
る
思
い
や
り
の
気
持
ち
を

持
っ
て
行
動
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い

ま
す
。人

権
機
関
有
田
川
理
事　

和
泉 

保
廣

人
権
擁
護
委
員
は
法
務
大
臣
の
委
嘱
を

受
け
、
住
民
の
人
権
を
守
る
た
め
の
相
談

業
務
や
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

周
り
の
人
や
自
分
自
身
が
人
権
侵
害
を

受
け
て
い
る
と
思
っ
た
ら
、
一
人
で
悩
ま

ず
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
有
田
川
町
内
の
人
権
擁
護
委
員

上
田 

敦
子
（
角
）

新
谷 

信
子
（
粟
生
）

髙
垣 

か
す
み
（
吉
原
）

信
号
機
の
な
い
横
断
歩
道

ま
ち
の
相
談
パ
ー
ト
ナ
ー

人
権
擁
護
委
員

髙
垣 

和
彦
（
吉
原
）

田
端 

義
弘
（
中
井
原
）

畑
中 

泰
武
（
小
川
）

林 

ち
さ
と
（
清
水
）

藤
田 

雅
敏
（
庄
）

山
戸 

敏
裕
（
板
尾
）

和
田 

啓
次
郎
（
天
満
）

（
7
月
1
日
現
在 

50
音
順 

敬
称
略
）

人権映画会の様子

人
権
映
画
会
で

「
あ
ま
ろ
っ
く
」
を
上
映
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お知らせお知らせ

講 

評
有
田
川
町
少
年
メ
ッ
セ
ー
ジ
審
査
委
員
長

石
垣
中
学
校
校
長
　
宮
﨑 

俊
和

今
年
度
の
「
有
田
川
町
少
年
メ
ッ
セ
ー

ジ
」
に
は
、
町
内
4
校
の
中
学
校
か
ら

6
0
4
作
品
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

日
々
の
生
活
の
中
で
感
じ
た
こ
と
、
考
え

た
こ
と
を
自
分
の
言
葉
で
真し

ん
し摯
に
つ
づ
っ

た
作
品
が
、
数
多
く
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
を

大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
次
世
代
を
担
う
中

学
生
の
皆
さ
ん
が
、
日
常
の
中
で
出
会
っ

た
出
来
事
や
心
の
動
き
を
通
し
て
、
自
分

自
身
と
向
き
合
い
、
社
会
や
未
来
に
目
を

向
け
る
機
会
と
な
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
声
を
地
域
の
大

人
た
ち
が
受
け
止
め
、
理
解
を
深
め
て
い

き
、
郷
土
の
未
来
を
共
に
築
く
一
歩
と
な

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
作
品
に
は
、
家
族
や
地
域
の

人
々
と
の
関
わ
り
の
中
で
得
た
気
付
き
や

感
謝
の
思
い
、
将
来
へ
の
不
安
と
希
望
、

そ
し
て
平
和
や
命
の
尊
さ
に
つ
い
て
深
く

考
え
た
も
の
な
ど
、
多
様
な
テ
ー
マ
が
見

ら
れ
ま
し
た
。
特
に
、
最
優
秀
賞
に
選
ば

れ
た
2
作
品
は
、
日
常
の
中
に
あ
る
「
あ

い
さ
つ
」
や
「
感
謝
の
心
」
に
込
め
ら
れ

た
意
味
を
見
つ
め
直
し
、
人
と
の
つ
な
が

り
の
大
切
さ
を
力
強
く
伝
え
て
く
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
優
秀
賞
の
2
作
品
も
、
将
来

へ
の
迷
い
や
葛
藤
を
乗
り
越
え
よ
う
と
す

る
姿
、
戦
争
と
平
和
に
つ
い
て
の
真
剣
な

問
い
か
け
が
印
象
的
で
、
読
む
者
の
心
に

響
く
も
の
で
し
た
。

ど
の
作
品
に
も
共
通
し
て
い
た
の
は

「
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
」
や
「
心
の
成

長
」
そ
し
て
「
未
来
を
見
つ
め
る
ま
な
ざ

し
」
で
す
。
中
学
生
の
皆
さ
ん
が
、
自
分

の
体
験
や
思
い
を
通
し
て
社
会
と
向
き
合

い
、
言
葉
に
し
て
伝
え
よ
う
と
す
る
姿
勢

に
、
私
た
ち
大
人
も
多
く
の
こ
と
を
学
ば

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

発
表
会
で
は
、
特
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
の

高
い
作
品
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
発
表
者

の
皆
さ
ん
の
言
葉
は
、
ど
れ
も
中
学
生
ら

し
い
み
ず
み
ず
し
さ
と
、
真
剣
な
ま
な
ざ

し
に
あ
ふ
れ
て
お
り
、
会
場
に
い
た
人
の

心
を
動
か
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
応
募
し
て
く
だ
さ
っ
た
全
て

の
中
学
生
の
皆
さ
ん
に
、
心
か
ら
の
感
謝

と
拍
手
を
送
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
自

分
の
思
い
や
考
え
を
大
切
に
し
、
言
葉
に

し
て
伝
え
る
力
を
育
ん
で
い
っ
て
く
だ
さ

い
。
そ
の
一
歩
一
歩
が
、
き
っ
と
未
来
を

明
る
く
照
ら
し
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。

令
和
7
年
度
（
２
０
２
５
年
度
） 

有
田
川
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
主
催

有
田
川
町
少
年
メ
ッ
セ
ー
ジ

優
秀
作
品
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

「
身
近
な
あ
い
さ
つ
に
隠
さ
れ
て
い
た
意
味
」

「
朝
、
目
が
覚
め
て
思
う
こ
と
は
」

「
未
来
は
き
っ
と
明
る
い
」

「
未
来
へ
つ
な
ぐ
覚
悟
」

「
一
人
一
人
の
心
が
け
し
だ
い
で
」

「
尊
敬
す
る
ラ
イ
バ
ル
」

「
か
も
し
れ
な
い
」

「
中
学
生
の
私
が
た
ま
に
考
え
て
い
る
こ
と
」

八
幡
中
学
校
2
年　

近
藤 

清
香

金
屋
中
学
校
1
年　

松
本 

七
音

石
垣
中
学
校
3
年　

上
西 

彩
友

吉
備
中
学
校
2
年　

嘉
成 
潤
羽

石
垣
中
学
校
1
年　

髙
垣 

芽
生

吉
備
中
学
校
3
年　

江
川 

結
月

吉
備
中
学
校
3
年　

吉
村 

莉
愛

吉
備
中
学
校
2
年　

大
野 

栞
奈

最
優
秀
賞

優
秀
賞

入
賞
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お知らせお知らせ
まちのデータ

（令和 7年（2025 年）7月末日現在）

人口 2万 4,740 人
男 1万 1,734 人
女 1万 3,006 人

1 万 652 世帯

交通事故発生件数
（7月中、物損含む）

有田川町 55 件
死者 0人　負傷 2人

湯浅警察署調べ

吉 備 庁 舎
  52－2111金 屋 庁 舎

清水行政局

相 

談

◆
◆
◆

行
政
相
談
の
開
設

●
9
月
・
10
月
は
行
政
相
談
月
間
で
す
。

総
務
省
の
行
政
相
談
と
は
、
行
政
に
つ

い
て
の
苦
情
や
意
見
、
要
望
を
受
け
付

け
、
担
当
行
政
機
関
と
は
異
な
る
立
場
か

ら
、
そ
の
解
決
や
実
現
を
促
進
す
る
と
と

も
に
、
行
政
の
制
度
や
運
営
の
改
善
に
生

か
す
仕
組
み
で
す
。

総
務
省
で
は
、
行
政
相
談
制
度
に
つ
い

て
、
広
く
国
民
の
理
解
と
認
識
を
深
め
、

そ
の
利
用
を
促
進
す
る
た
め
、
9
月
・
10

月
の
2
カ
月
間
を
「
行
政
相
談
月
間
」
と

し
、
全
国
一
斉
に
各
種
相
談
活
動
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
本
町
に
お
い
て
も
、
行
政

相
談
委
員
が
次
の
と
お
り
行
政
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
9
月
25
日
（
木
）

・
き
び
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　

13
時
30
分

～
16
時

●
10
月
22
日
（
水
）

・
安
諦
地
区
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー　

9
時

～
11
時
30
分

・
清
水
会
館　

13
時
～
16
時

●
10
月
23
日
（
木
）

・
金
屋
文
化
保
健
セ
ン
タ
ー　

13
時
30
分

～
16
時

｝

問

総
務
課
（
吉
備
庁
舎
）・
清
水
行
政
局

総
務
政
策
室

年 

金

◆
◆
◆

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
制
度

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、
公
的
年

金
な
ど
の
収
入
や
そ
の
他
の
所
得
額
が
一

定
基
準
額
以
下
の
年
金
受
給
者
を
支
援
す

る
た
め
に
、
年
金
に
上
乗
せ
し
て
支
給
さ

れ
る
も
の
で
す
。

受
け
取
り
に
は
、
請
求
書
の
提
出
が
必

要
で
す
。
事
務
手
続
き
は
日
本
年
金
機
構

（
年
金
事
務
所
）
が
行
い
ま
す
。

●
対
象
と
な
る
方

①
次
の
要
件
に
全
て
当
て
は
ま
る
老
齢
基

礎
年
金
受
給
者

・
65
歳
以
上
で
あ
る
。

・
世
帯
員
全
員
の
市
町
村
民
税
が
非
課
税

で
あ
る
。

・
前
年
の
年
金
収
入
額
と
そ
の
他
所
得
額

の
合
計
額
が
約
89
万
円
以
下
で
あ
る
。

②
次
の
要
件
に
当
て
は
ま
る
障
害
基
礎
年

金
・
遺
族
基
礎
年
金
受
給
者

・
前
年
の
所
得
額
が
約
4
7
2
万
円
以
下

で
あ
る
。

●
請
求
手
続
き

①
新
た
に
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
を
お

受
け
取
り
い
た
だ
け
る
方

お
受
け
取
り
の
対
象
と
な
る
方
に
は
、

日
本
年
金
機
構
が
9
月
か
ら
順
次
、
請
求

城 山 出 張 所 23 － 0001
粟 生 連 絡 所 22 － 0351
五 郷 出 張 所 22 － 0254
安 諦 出 張 所 26 － 0001
上 下 水 道 課 52 − 5356
Ａ ＬＥ Ｃ（ ア レ ッ ク ） 52 − 4730

環 境 セ ン タ ー 52 − 5384
プ ラ ス チ ッ ク 収 集 場 52 − 7855
休 日 急 患 診 療 所 52 − 4882
有 田 聖 苑 52 − 3055
子 育 て 支 援 セ ン タ ー 52 − 5474
有 田 川 町 少 年 セン ター 52 − 8744

可
能
な
旨
の
お
知
ら
せ
を
送
付
し
ま
す
。

同
封
の
は
が
き
型
請
求
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

②
年
金
を
受
給
し
始
め
る
方

年
金
の
請
求
手
続
き
と
併
せ
て
年
金
事

務
所
ま
た
は
市
町
村
で
請
求
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

※
現
在
、
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
を
受

給
さ
れ
て
い
る
方
は
、
基
本
的
に
更
新

手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

※
日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省
か
ら
、

電
話
で
お
客
様
の
家
族
構
成
や
金
融
機

関
の
口
座
番
号
・
暗
証
番
号
を
お
聞
き

し
た
り
、
手
数
料
な
ど
の
金
銭
を
求
め

た
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
お
問
い
合
わ
せ
の
際
は
、
基
礎
年
金
番

号
が
分
か
る
も
の
を
ご
用
意
く
だ
さ

い
。

問

住
民
課
（
吉
備
庁
舎
）・
給
付
金
専

用
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
５
７
０
‐
０
５
‐

4
0
9
2
・
和
歌
山
西
年
金
事
務
所

☎
０
７
３
‐
４
４
７
‐
１
６
６
０
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町内保育施設一覧
保育施設名 運営 対象年齢 開園時間 所在地 電話番号
藤並こども園 公立 ６カ月児～５歳児 7:00～19:00 土生 42-1 52-5369
きび森のこども園 公立 ６カ月児～５歳児 7:00～19:00 庄 814-1 22-3580
コスモス保育園 私立 ６カ月児～５歳児 7:00～19:00 徳田 1080-3 52-3011
金屋第一こども園 公立 6カ月児～５歳児 7:00～19:00 金屋 673 未定
金屋第二こども園 公立 ６カ月児～５歳児 8:00～18:00 小川 811-1 32-5055
金屋第三こども園 公立 ６カ月児～５歳児 7:00～19:00 吉原 805-1 32-2682
清水こども園 公立 １歳児～５歳児 8:00～17:30 清水 1675 25-0074

※金屋第一こども園は、令和8年度（2026年度）から新築移転となります。
※清水こども園については、離乳食の対応ができません。

対象となる児童の生年月日

５歳児 令和2年（2020年）４月２日～
令和3年（2021年）４月１日

４歳児 令和3年（2021年）４月２日～
令和4年（2022年）４月１日

３歳児 令和4年（2022年）４月２日～
令和5年（2023年）４月１日

２歳児 令和5年（2023年）４月２日～
令和6年（2024年）４月１日

１歳児 令和6年（2024年）４月２日～
令和7年（2025年）４月１日

０歳児 令和7年（2025年）４月２日～

子
育
て

◆
◆
◆

令
和
8
年
度
（
２
０
２
6
年
）

保
育
施
設
入
園
案
内

●
令
和
8
年
度
（
2
0
2
6
年
度
）
保
育
施

設
入
園
申
込
書
の
配
布
お
よ
び
受
け
付
け

有
田
川
町
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
方

で
、
令
和
8
年
（
2
0
2
6
年
）
4
月

か
ら
町
内
保
育
施
設
お
よ
び
町
外
の
認
可

保
育
所
な
ど
へ
の
入
園
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
申
し
込
み
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

●
対
象
児
童
／
令
和
8
年
（
2
0
2
6

年
）
4
月
1
日
時
点
で
有
田
川
町
に

住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
、
令
和
2
年

（
2
0
2
0
年
）
4
月
2
日
以
降
に
生

ま
れ
た
お
子
さ
ま

※
有
田
川
町
内
に
住
民
票
が
な
い
方
は
、

住
民
登
録
し
て
い
る
市
町
村
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
込
書
の
配
布

・
期
間
／
9
月
1
日
（
月
）
～

※
土
日
祝
を
除
く
。

・
場
所
／
一
覧
表
記
載
の
各
保
育
施
設
・

吉
備
庁
舎
・
金
屋
庁
舎
・
清
水
行
政
局

※
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

●
申
込
書
の
受
け
付
け

・
期
間
／
10
月
10
日（
金
）～
10
月
17
日（
金
）

※
土
日
祝
を
除
く
。

・
場
所
（
時
間
）
／
一
覧
表
記
載
の
各
公

立
保
育
施
設
（
開
園
時
間
内
）・
こ
ど

も
教
育
課
（
8
時
30
分
～
18
時
30
分
）

※
各
保
育
施
設
は
在
園
児
の
み
受
け
付
け
。

●
注
意

・
入
園
の
申
込
書
は
、
必
ず
入
園
予
定
児

童
1
人
ご
と
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
各
様
式
は
有
田
川
町
指
定
の
も
の
を
使

用
し
て
く
だ
さ
い
。

・
現
在
入
園
さ
れ
て
い
る
方
で
、
来
年
度

も
継
続
し
て
入
園
を
希
望
さ
れ
る
場
合

も
、入
園
申
込
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

・
今
年
10
月
1
日
以
降
に
出
産
予
定
の
方

で
、
令
和
8
年
度
（
2
0
2
6
年
度
）

の
途
中
で
仕
事
に
復
帰
す
る
な
ど
、
年

度
途
中
か
ら
入
園
を
希
望
さ
れ
る
場
合

も
、
上
記
の
期
間
内
に
入
園
申
込
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
入
園
希
望
者
が
多
数
の
場
合
、
家
庭
状

況
な
ど
に
つ
い
て
保
護
者
に
問
い
合
わ

せ
を
し
て
、
入
園
判
定
を
行
い
ま
す
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

・
申
し
込
み
（
配
布
・
受
け
付
け
）
日
程
で
、

ど
う
し
て
も
都
合
が
つ
か
な
い
場
合
は
、

こ
ど
も
教
育
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問

こ
ど
も
教
育
課
（
金
屋
庁
舎
）

お知らせお知らせ
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募 

集

◆
◆
◆

防
衛
省
・
自
衛
隊
か
ら
の
お
知
ら
せ

各
種
目 
自
衛
官
の
募
集

●
自
衛
官
候
補
生

・
資
格
／
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者
（
32

歳
の
者
は
、採
用
予
定
月
の
末
日
現
在
、

33
歳
に
達
し
て
い
な
い
者
）

・
受
付
期
間
／
10
月
27
日
（
月
）
ま
で

・
試
験
日
／
【
W
e
b
試
験
】
11
月
6

日
（
木
）
～
8
日
（
土
）【
身
体
検
査
・

口
述
試
験
】
11
月
15
日
（
土
）

・
試
験
会
場
／
和
歌
山
地
方
協
力
本
部

（
和
歌
山
市
）

●
第
3
回
一
般
曹
候
補
生

・
資
格
／
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者
（
32

歳
の
者
は
、採
用
予
定
月
の
末
日
現
在
、

33
歳
に
達
し
て
い
な
い
者
）

・
受
付
期
間
／
9
月
16
日
（
火
）
～
11
月

21
日
（
金
）

・
試
験
日
／
【
W
e
b
試
験
】
11
月
29

日
（
土
）
～
12
月
2
日
（
火
）【
2
次

試
験
】
令
和
8
年
（
2
0
2
6
年
）

1
月
10
日
（
土
）

・
試
験
会
場
／
和
歌
山
地
方
協
力
本
部

（
和
歌
山
市
）

●
防
衛
大
学
校
学
生
（
一
般
）

・
資
格
／
高
卒
（
見
込
み
含
む
）
で
18
歳

以
上
21
歳
未
満
の
者

・
受
付
期
間
／
10
月
16
日
（
木
）
ま
で

・
試
験
日
／
11
月
1
日
（
土
）

・
試
験
会
場
／
プ
ラ
ザ
ホ
ー
プ
（
和
歌
山

市
）

●
防
衛
医
科
大
学
校 

医
学
科
学
生

・
資
格
／
高
卒
（
見
込
み
含
む
）
で
18
歳

以
上
21
歳
未
満
の
者

・
受
付
期
間
／
10
月
8
日
（
水
）
ま
で

・
試
験
日
／
10
月
25
日
（
土
）

・
試
験
会
場
／
プ
ラ
ザ
ホ
ー
プ
（
和
歌
山

市
）

●
防
衛
医
科
大
学
校 

看
護
学
科
学
生

・
資
格
／
高
卒
（
見
込
み
含
む
）
で
18
歳

以
上
21
歳
未
満
の
者

・
受
付
期
間
／
10
月
3
日
（
金
）
ま
で

・
試
験
日
／
10
月
18
日
（
土
）

・
試
験
会
場
／
和
歌
山
英
数
学
館
2
号
館

（
和
歌
山
市
）

●
第
2
回
予
備
自
衛
官
補
（
一
般
）

・
資
格
／
18
歳
以
上
52
歳
未
満
の
者

※
既
に
採
用
予
定
者
が
満
た
さ
れ
て
い
る

場
合
、
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
受
付
期
間
／
9
月
11
日
（
木
）
ま
で

・
試
験
日
／
【
W
e
b
試
験
】
9
月
23

日
（
火
・
祝
）
～
25
日
（
木
）

・
試
験
会
場
／
和
歌
山
地
方
協
力
本
部

（
和
歌
山
市
）

●
第
2
回
予
備
自
衛
官
補
（
技
能
）

・
資
格
／
18
歳
以
上
で
、
保
有
す
る
技
能

に
応
じ
53
～
55
歳
未
満
の
者

※
既
に
採
用
予
定
者
が
満
た
さ
れ
て
い
る

場
合
、
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
受
付
期
間
／
9
月
11
日
（
木
）
ま
で

・
試
験
日
／
【
W
e
b
試
験
】
9
月
23

日
（
火
・
祝
）
～
25
日
（
木
）

・
試
験
会
場
／
陸
上
自
衛
隊
伊
丹
駐
屯
地

（
兵
庫
県
伊
丹
市
）

※
受
験
資
格
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問

防
衛
省
自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部 

有
田
募
集
案
内
所
（
有
田
市
宮
崎
町

1
0
6
‐
2
）　

☎
８
２
‐
６
６
３
１　

E-m
ail  w

akayam
a.pco-arita@

rct.gsdf.m
od.go.jp

※手話は、使う人やコミュニケーションをとる相手などによって異な
るため、ここで紹介している手話と違う表現を使うことがあります。

両手の小指を絡め
て、指切りげんま
んのように上下に
振る。

続けてみよう！ 手話でしりとり！「や〇〇〇」
手話で「しりとり」していきましょう。
皆さんはどんな言葉をつなげていきますか？

先月号の答えは
「ウーロン茶」でした！
今月の答えは次号で発表！

ヒント　や○○○手形
　　　　口や○○○

お知らせお知らせ
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「
に
っ
ぽ
ん
縦
断
こ
こ
ろ
旅
」

お
手
紙
募
集

「
に
っ
ぽ
ん
縦
断
こ
こ
ろ
旅
」
は
、
手

紙
に
書
か
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
も
と
に
、

一
人
一
人
の
心
に
大
切
に
し
ま
っ
て
あ
る

「
こ
こ
ろ
の
風
景
」
を
訪
ね
る
番
組
で
す
。

●
2
0
2
5 

″
秋
の
旅
〟

青
森
を
ス
タ
ー
ト
し
、
和
歌
山
へ
向
け

旅
を
し
ま
す
。「
何
げ
な
い
風
景
」「
思
い

出
の
風
景
」「
忘
れ
ら
れ
な
い
風
景
」「
み

ん
な
に
伝
え
た
い
風
景
」「
音
の
記
憶
と

重
な
る
情
景
」
な
ど
、
皆
さ
ま
の
こ
こ
ろ

の
風
景
と
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
募
集
し
ま
す
。

●
投
稿
方
法

・
は
が
き
・
封
筒 

〒
1
5
0
‐
8
0
0
1

「
こ
こ
ろ
旅
」
係
へ
送
付
（
住
所
不
要
）

・
フ
ァ
ク
ス 

０
３
‐
３
４
６
５
‐
１
３
２
７

・
番
組
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://nhk.

jp/kokorotabi

） 「
こ
こ
ろ
旅
」
で
検

索
（
投
稿
フ
ォ
ー
ム
あ
り
）

●
応
募
締
め
切
り
／
10
月
27
日
（
月
）
必
着

問

Ｎ
H
K
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

☎
0
5
7
0
‐
０
６
６
‐
０
６
６

案 

内

◆
◆
◆

第
15
回
有
田
就
職
フ
ェ
ア

（
就
職
合
同
面
談
会
）
開
催

有
田
郡
市
内
の
企
業
約
30
社
が
参
加
予

定
の
「
有
田
就
職
フ
ェ
ア
」
を
開
催
し
ま

す
。求
職
者
お
よ
び
令
和
8
年（
2
0
2
6

年
）
3
月
卒
業
予
定
の
学
生
で
、
有
田
地

方
で
の
就
職
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ

こ
の
機
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

面
談
を
ご
希
望
の
方
は
、
当
日
履
歴
書
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

●
日
時
／
10
月
18
日
（
土
）
13
時
30
分
～

15
時
30
分

●
場
所
／
有
田
市
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー 

大
会
議
室
（
有
田
市
箕
島
27
）

問

紀
州
有
田
商
工
会
議
所

☎
８
３
‐
4
7
7
7

吉
備
都
市
公
園（
有
田
川
防
災
公
園
）

の
変
更
（
案
）
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

吉
備
都
市
公
園
（
有
田
川
防
災
公
園
）

の
変
更
（
案
）
に
つ
い
て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
（
意
見
募
集
）
を
実
施
し
ま
す
。

●
期
間
／
9
月
4
日（
木
）～
10
月
3
日（
金
）

※
郵
送
の
場
合
、
10
月
3
日
（
金
）
消
印

有
効

●
応
募
資
格
／
町
内
に
在
住
・
在
勤
・
在

学
・
事
務
所
ま
た
は
事
業
所
を
有
す
る
方

●
閲
覧
場
所
／
建
設
課
（
吉
備
庁
舎
）・

金
屋
庁
舎
1
階
ロ
ビ
ー
・
清
水
行
政
局

建
設
環
境
室（
役
場
開
庁
日
時
に
伴
う
）

※
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し
ま
す
。

●
提
出
方
法
／
住
所
お
よ
び
氏
名
を
明
記

し
、メ
ー
ル
・
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・
持
参
の
い

ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問

建
設
課
（
吉
備
庁
舎
）

お知らせお知らせ

パパ・ママ救急講習

●日時／9月 9日（火）10:00 ～ 11:30
●場所／有田川町消防本部
●定員／8組程度
●参加費／無料
●講師／有田川町消防士
●申し込み／吉備金屋消防署  ☎52-5950
　　　　　　随時受け付けます。

開設日時など

あそびのひろば
金曜日（9月5日・12日・19日・26日）
※予約制。
　詳細は予定表でご確認ください。

10:00～11:00
14:00～15:00

※実施状況や毎日の予定表などは、町ホームページでもお知らせしています。

子育て支援センター　☎52-5474（ファクス兼用）

子育て支援センターでは、一時預かり保育を行っています。
詳しくは町ホームページをご覧いただくか
お気軽にお問い合わせください。
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月 火 水 木 金 土 日
1 2

□ 10 カ月児健診
（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

□議会本会議
【議会事務局】

3
□健康フェア

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

□手話講習会
初心者クラス

（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

4
□運動教室

（きび保健福祉センター）
【健康推進課】

5
□手話講習会

ステップアップ・
こどもクラス

（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

6 7
□おはなし会

（ポッポ絵本館）
【ALEC】

8
□集団健診

（きびドーム）
【健康推進課】

9
□ 3 歳 6 カ月児健診

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

□おひざでだっこ
のおはなし会

（金屋図書館）
【金屋図書館】

10 11
□議会本会議

（一般質問）
【議会事務局】

12
□議会本会議

（一般質問）
【議会事務局】

13
□おはなし会

（金屋図書館）
【金屋図書館】

□かなや納涼
おしゃるきまつり

（金屋文化保健
センター周辺）

【商工観光課】

14
□おはなし会

（ポッポ絵本館）
【ALEC】

15 敬老の日 16
□デイケア

（清水保健センター）
【住民福祉室】

17
□ 1 歳 6 カ月児健診

（金屋文化保健センター )
【健康推進課】

□手話講習会
初心者クラス

（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

□議会本会議
【議会事務局】

18
□人権特設相談所

（城山出張所 )
【総務課】

19
□手話講習会

ステップアップ・
こどもクラス

（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

20 21
□おはなし会

（ポッポ絵本館）
【ALEC】

22 23 秋分の日 24
□ 2 歳児健診

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

□水道・下水道料金
口座振替日

【上下水道課】

25 26 27
□集団健診

（清水保健センター）
【健康推進課】

□紀州路クリーン
大作戦 '25

【建設課】

28
□やすらぎふれあい

フェスタ
（ALEC）
【やすらぎ福祉課】

29 30 10/1 2
□運動教室

（きび保健福祉センター）
【健康推進課】

3
□手話講習会

ステップアップ・
こどもクラス

（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

4 5

6 7
□ 10 カ月児健診

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

8
□健康相談

（城西会館）
【住民福祉室】

9

□ 4 カ月児健診（金屋文化保健センター）【健康推進課】
□第 2 期固定資産税納期限【税務課】
□第 2 期町県民税納期限【税務課】
□第 3 期国民健康保険税納期限【税務課】
□第 3 期後期高齢者医療保険料普通徴収納期限【住民課】
□第 3 期介護保険料普通徴収納期限【長寿支援課】
□水道・下水道料金納期限（納付書）【上下水道課】

9月のありだがわ
各イベントなどの詳細は、
☎52-2111にご連絡いただくか、
【　】内の担当までお問い合わせください。

□消費生活相談
　（毎週金曜日）

（第 1 金曜日：
清水行政局、
それ以外 : 金
屋庁舎）

【商工観光課】

【お知らせ】
当ページに掲載しているイベントな

どについて、やむを得ず中止となる恐
れがあります。最新の情報は町ホーム
ページでご確認いただくかお問い合わ
せください。

お知らせお知らせ

□健康フェア
（金屋文化保健
センター）

【健康推進課】
□手話講習会

初心者クラス
（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

□第 2 期国民健康
保険税納期限

【税務課】
□第 2 期後期高齢

者医療保険料普
通徴収納期限

【住民課】
□第 2 期介護保険料

普通徴収納期限
【長寿支援課】

□水道・下水道料金
納期限（納付書）

【上下水道課】

□集団健診（金屋文化保健センター )
【健康推進課】

□行政相談所（きび保健福祉センター)
【総務課】

□やすらぎふれあいフェスタ美術展
（ALEC）※ 28 日（日）まで開催
【やすらぎ福祉課】

27 広報ありだがわ　2025.9



恐
竜
や
モ
サ
サ
ウ
ル
ス
が
繁
栄
し
て
い
た
白
亜
紀
の
地
球
は
、

ど
ん
な
姿
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
地
球
の
表
面
は
、
い
く
つ
も
の

プ
レ
ー
ト
に
分
か
れ
て
お
り
、
1
年
間
で
数
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と

い
う
速
さ
で
常
に
動
い
て
い
ま
す
。
大
陸
が
何
千
万
年
、
何
億
年

と
い
う
単
位
で
毎
年
移
動
し
続
け
て
き
た
と
考
え
る
と
、
地
球
の

姿
も
大
き
く
変
化
し
て
き
た
こ
と
が
想
像
で
き
る
で
し
ょ
う
。

●
白
亜
紀
の
世
界
地
図

お
よ
そ
1
億
年
前
の
白
亜
紀
の
地
図
を
、
図
の
上
に
示
し
ま
し

た
。
今
の
地
球
と
は
大
き
く
異
な
り
、
ア
フ
リ
カ
大
陸
と
南
ア
メ

リ
カ
大
陸
が
く
っ
つ
い
て
い
て
、
大
西
洋
が
ま
だ
あ
り
ま
せ
ん
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
陸
も
、
南
極
大
陸
と
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
と
ア
フ
リ
カ
大
陸
、
イ
ン
ド
の
間
に
は

テ
チ
ス
海
と
い
う
海
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
当
時
、
日
本
列
島
は
形
に
な
っ
て
お
ら
ず
、
後
に
列
島
を

つ
く
る
断
片
的
な
地
形
が
各
地
に
散
ら
ば
っ
て
い
る
状
態
で
し

た
。

●
温
暖
だ
っ
た
白
亜
紀
の
地
球

こ
の
テ
チ
ス
海
か
ら
、
北
大
西
洋
、
太
平
洋
に
は
、
赤
道
付
近

で
海
が
つ
な
が
っ
て
お
り
「
環か
ん
せ
き
ど
う
か
い
り
ゅ
う

赤
道
海
流
」
と
い
う
暖
流
が
地
球

中ち
ゅ
う
せ
い
だ
い

生
代
白は

く
あ
き

亜
紀
の
世
界
地
図
と
気
候

を
一
周
し
て
い
ま
し
た
（
赤
矢
印
）。
こ
の
暖
流
に
よ
っ
て
地

球
全
体
が
温
め
ら
れ
て
い
た
た
め
、
当
時
は
気
温
が
高
い
時
代

で
し
た
。
一
方
で
、
南
極
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
つ
な
が
っ
て

お
り
、
南
極
付
近
の
冷
た
い
水
が
温
め
ら
れ
た
こ
と
も
、
地
球

が
温
暖
化
し
た
一
つ
の
要
因
で
し
た
。

●
大
陸
移
動
に
よ
る
寒
冷
化

お
よ
そ
6
千
万
年
前
の
新し
ん
せ
い
だ
い

生
代
に
入
る
と
、
イ
ン
ド
や
ア
フ

リ
カ
大
陸
が
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
に
衝
突
し
、
テ
チ
ス
海
は
消
滅

し
ま
し
た
（
図
の
下
）。
さ
ら
に
、
パ
ナ
マ
地ち
き
ょ
う峡
に
よ
っ
て
南

北
の
ア
メ
リ
カ
大
陸
が
つ
な
が
り
「
環
赤
道
海
流
」
は
途
切
れ

て
し
ま
い
ま
す
。
さ
ら
に
南
極
の
周
り
に
は
「
南
な
ん
き
ょ
く
か
ん
り
ゅ
う

極
還
流
」
と

呼
ば
れ
る
寒
流
が
発
達
し
ま
し
た
（
青
矢
印
）。
や
が
て
南
極

は
氷
ひ
ょ
う
し
ょ
う
床
に
覆
わ
れ
、
現
代
の
よ
う
な
寒
冷
な
地
球
の
気
候
が
始

ま
り
ま
し
た
。

そ
の
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